
様式４

まちづくり交付金　フォローアップ報告書

下平地区

平成２０年５月

栃木県宇都宮市



フォローアップフォローアップフォローアップフォローアップ状況状況状況状況

様式様式様式様式1111－－－－①①①①　　　　都市再生整備計画都市再生整備計画都市再生整備計画都市再生整備計画にににに記載記載記載記載したしたしたした目標目標目標目標をををを定量化定量化定量化定量化するするするする指標指標指標指標のののの確定確定確定確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし ●

確定 あり

見込み ● なし ●

確定 あり ●

見込み ● なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

様式様式様式様式1111－－－－②②②②　　　　そのそのそのその他他他他のののの数値指標数値指標数値指標数値指標のののの確定確定確定確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み ●

確定

見込み ●

確定

見込み ●
○

年度により多少の
増減がある

■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

年度により多少の
増減がある

■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

その他の
数値指標３

緊急車両到達時
間

分 6.33 4.91 5.02 H２０年７月

31 H２０年５月 ○
その他の
数値指標２

交通事故件数 件／年 32

○
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

ﾌｫﾛｰｱｯﾌ時
点での達成
度

事後評価より達成度が低い場合 備考
（仮に確定値が出
せない場合の理由

等）

その他の
数値指標１

住宅戸数 戸 2132 2558 2584 H２０年７月

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指　標 従前値
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期1年以内の
達成見込み

事後評価

見込み・確定の別

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標３
公園整備による
防災機能の充実

ｈa 26.9 49.2 49.2 H２０年５月 ○

2.9 H２０年５月 ×指標２
消防困難区域の

解消
ｈa 41.5

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標５ ○年○月

備考
（仮に確定値が出
せない場合の理由

等）

指標４ ○年○月

事後評価より達成度が低い場合

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

×

事後評価

1年以内の
達成見込み

ﾌｫﾛｰｱｯﾌ時
点での達成
度

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

5,824

計測時期

H２０年５月

事後評価シート　様式２-1から転記

7,450

0

49.2

事後評価シート　様式２-1から転記

指　標 従前値 目標値

指標１ 定住人口の増加 人 3635

見込み・確定
の別

目標値

17

5,200

10



様式様式様式様式1111－－－－③③③③　「　「　「　「今後今後今後今後のまちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくり方策方策方策方策」」」」のののの進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況

様式様式様式様式1111－－－－④④④④　　　　フォローアップフォローアップフォローアップフォローアップによりによりによりにより新新新新たにたにたにたに追加追加追加追加がががが考考考考えられるえられるえられるえられる今後今後今後今後のまちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくり方策方策方策方策

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成する
ための改善策

・残された課題・新たな課題
への対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

コミュニティづくり

通学路の安全性の向上

継続的なまちづくり
まちづくり交付金事業（宇大東南部地区）の参考
にする。

公園整備後も，地域住民と連絡を取り合い，愛護会設立を
働き掛けてきた。

実施した具体的な内容

道路等の公共施設の整備後，近隣小学校とＰＴＡ，地元自
治会へ学校通学路の安全確保のため，朝夕の登下校時
に安全パトロールの必要性を働きかけた。

土地区画整理事業の事業認可となった宇都宮大学東南部
第２土地区画整理事業区域と宇都宮大学東南部第１土地
区画整理事業区域とを合わせて宇都宮大学東南部地区と
し都市再生整備計画を策定した。

近隣小学校ＰＴＡと地元自治会によるボランティ
ア安全パトロールが実施された。

宇都宮大学東南部地区としてＨ２０年度からＨ２
４年度までまちづくり交付金事業として国の同意
（Ｈ２０からＨ２４までのまちづくり交付金事業とし
て採択された）を得た。下平地区と区域が一部
重なるため第２期計画となった。

今後の課題　その他特記事項

公園愛護会等の設立に向け引き続き働き掛
けていく。

区域内全ての通学路について年間を通じて
継続されるよう引き続き働き掛けていく。

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

実施した結果

事業計画期間終了後，新たに１つの愛護会が
設立された。

指標に掲げた目標を達成するために基幹事
業の効率的な施行，及び提案事業の効果的
な施行を進める。

実施時期

○年○月

具体的内容

○年○月

○年○月

○年○月



都市再生整備計画（精算報告）
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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 93.9 ha

平成 16 年度　～ 平成 19 年度 平成 16 年度　～平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人 平成5年度 平成19年度

ｈa 平成5年度 平成19年度

ｈa 平成5年度 平成19年度49.23. 公園整備による防災機能の充実 公園整備率 5分以内に避難できる災害避難場所の確保 26.9

7,450

2.消防困難地域の解消 区画道路（生活道路）整備 地域の防災性・安全性の向上 41.5 0

1.定住人口の増加 地区内居住人口 定住人口の拡大 3,635

地区を侵食する形での無秩序な市街化（スプロール化）が顕著で，その中に農地が点在する状況であり，計画的で良好な都市基盤整備が求められている。
○地区北側及び南側について狭隘道路や行き止まり道路が多く，防災面からも問題が多い。
○地区内における樹林地は，不法投棄の温床になっている現況があり，地区住民から防犯の点での不安の声もあがっていた。地区内での計画的な緑地整備が求められている。
○交通面では地区中央を南北に縦断する都市計画道路3・3・105産業通り及び3・3・145宇大東南通りの整備に合わせた区画道路の整備が必要である。また平成16年4月に開通した地区を東西に横
断する3・3・1号鹿沼宇都宮線は，東北道鹿沼インターと新4号国道を結ぶ重要な幹線道路であり，今後予想される交通量の増加に対して，区画道路や公園の整備が，これまで以上遅れた場合，交
通環境ばかりでなく居住環境の面からも大きな問題の発生が予想される。
○地区内は上水道・電気については全戸に供給されているが，公共下水道は未整備のため，本事業に合わせた整備が必要である。ガスについては地区北側の一部については都市ガスが供給され
ているが，大部分は各戸プロパンガスを利用している。

やさしさとやさしさとやさしさとやさしさと安全安全安全安全（（（（安心安心安心安心））））をををを共有共有共有共有したしたしたした，，，，いつまでもいつまでもいつまでもいつまでも住住住住みみみみ続続続続けたくなるけたくなるけたくなるけたくなる，，，，官民協働官民協働官民協働官民協働でででで進進進進めるめるめるめる魅力魅力魅力魅力あるまちづくりあるまちづくりあるまちづくりあるまちづくり。。。。
○宇都宮市平成12年の都市計画マスタープランにおいては，地区内を通過する3・3・1号鹿沼宇都宮線，3・3・105号産業通り等，本市の都市内交通の根幹をになう都市計画道路網の整備とともに，
都市機能の充実や地域の環境改善など市街地整備を一体的に行なう地区と位置付けている。
○市民・行政・民間事業者がそれぞれの役割を認識し，都市と自然が調和し誰もが安全で快適に過ごせる生活環境が整った協働のまちづくりを進める。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

○本計画地区は，昭和47年に都市計画決定された宇都宮東部地区約321haの土地区画整理事業区域の中で，市街地を形成する上で高いポテンシャルを有する93．9haの地区であり，JR宇都宮駅
東口周辺市街地に近接する優位な条件を有する良好な住宅地として土地区画整理事業による段階的な整備を進めてきている。
○宇都宮市における都市化の動向は，郊外の工業団地やJR宇都宮駅東口周辺市街地の発展，新4号国道や北関東横断道路上三川インター開通によりJR宇都宮駅東口以東への進展が顕著であ
る。
○交通に関する広域的な条件としては，地区北西約2KmにJR宇都宮駅があり，地区北西及び南東約1.5Kmにそれぞれ国道4号，新国道4号がある。また地区北側に国道123号があり，宇都宮大学
キャンパスが隣接している。土地区画整理事業により地区内を通過する3・3・1号鹿沼宇都宮線，3・3・105号産業通り等の都市計画道路を整備し広域的な産業交流を促進すること，隣接する宇都宮
大学と工業団地等の産・学・住・遊の機能が融和した都市機能の充実，地域の環境改善や利便性向上を図ることが必要となっている。
○現在地区内において，平成11年より宇都宮大学東南部第1地区が市施行で，平成5年より下栗・平松本町地区が組合施行にて施工中である。骨格となる都市計画道路の整備が進み，一部開通す
る状況になったが，区画道路や公園の整備が遅れている状況があり，都市計画道路との一体的な整備が求められている。
○また，土地区画整理事業の立ち上げに合わせ，地区住民の準備委員会が組織され，官民協働の勉強会や説明会を通じてまちづくりの気運が高まってきた。現在も地区連絡協議会として継続して
おり，計画の内容や事業の進め方についての協議，意見交換を行なっている。

計画期間 交付期間 19

大目標大目標大目標大目標：：：：幹線道路網幹線道路網幹線道路網幹線道路網のののの整備整備整備整備によるによるによるによる交通渋滞交通渋滞交通渋滞交通渋滞のののの解消解消解消解消とととと安全性安全性安全性安全性のののの確保確保確保確保・・・・防災機能防災機能防災機能防災機能のののの充実充実充実充実，，，，良好良好良好良好なななな環境環境環境環境のののの住宅地住宅地住宅地住宅地をををを主体主体主体主体としたとしたとしたとした計画的計画的計画的計画的なななな市街地市街地市街地市街地のののの形成形成形成形成によるによるによるによる定住人口定住人口定住人口定住人口のののの拡大拡大拡大拡大。。。。
目標1    良好な住宅地を主体とした計画的な市街地の形成を図り，定住人口の拡大を図る。
目標2    道路網を整備することにより，交通渋滞と狭隘道路の解消をはかり，安全性の高い市街地の形成を進める。
目標3    公園整備により，良好な住環境を有するまちづくりを進めるとともに，防災機能を充実させる。

都道府県名 栃木県 宇都宮市 下平地区



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
整備方針整備方針整備方針整備方針１１１１「「「「公共施設公共施設公共施設公共施設のののの整備改善整備改善整備改善整備改善によりによりによりにより宅地利用宅地利用宅地利用宅地利用のののの増進増進増進増進」」」」
○3・3・105産業通りを幹線道路，3・4・135宇大東南通りを補助幹線道路として位置付け，これを幹線として宅地内の通過交通を極力排除するよう区画道路
を配置し，安全で快適な住環境を確保する。
○区画道路に合せた上下水道・ガス・電気等のインフラを整備し，都市基盤の充実を図る。

○土地区画整理事業【基幹事業】
○まちづくり活動推進事業【提案事業】

整備方針整備方針整備方針整備方針２２２２「「「「都市計画道路及都市計画道路及都市計画道路及都市計画道路及びびびび区画道路整備区画道路整備区画道路整備区画道路整備によるによるによるによる消防困難地域消防困難地域消防困難地域消防困難地域のののの解消解消解消解消」」」」
○整備の進んだ都市計画道路3・3・1鹿沼宇都宮線の整備に合せた区画道路(生活道路）や公園の整備を行い，消防活動を容易にするとともに，消防活動
の拠点を整備する。
○地区内の道路は数本の道路を除き2～3ｍ狭隘道路が占める地区であり，災害時に問題がある地区であるため，区画道路（生活道路）公園の早期整備を
行う。

○土地区画整理事業【基幹事業】
○公園【基幹事業】

整備方針整備方針整備方針整備方針３３３３「「「「ワークショップワークショップワークショップワークショップ（（（（住民参加住民参加住民参加住民参加））））によるによるによるによる整備計画整備計画整備計画整備計画」」」」
○公園計画については，地区の3％以上を確保するものとし，地区内の整備予定公園を，まちづくり交付金により計画的かつ速やかに整備を行うことで，調
和のとれたまちづくりを行う。
○ワークショップによる官民協働の公園計画を推進する。

○公園【基幹事業】
○まちづくり活動推進事業【提案事業】

●●●●事業終了後事業終了後事業終了後事業終了後のののの継続的継続的継続的継続的なまちづくりなまちづくりなまちづくりなまちづくり活動活動活動活動
　　公園，街路樹網の整備後については，整備に関するワークショップ参加者や自治会，育成会及び子供会等既存の組織を核として公園愛護会・樹木の里親への移行を働きかけ，活動組織の体制づくりを進めるとともに，維持管理に必要な
物品の提供，維持管理リーフレットによる啓蒙活動，管理，活動アドバイザー派遣等を導入するなどして，更なる公共施設の愛護精神の高揚を図り，地域住民を主体とした継続的なまちづくりを支援する。



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路

公園 宇都宮市 直 平成16年度 平成19年度 平成16年度 平成19年度 214.7 214.7 214.7 214.7

河川

下水道

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 －

高質空間形成施設 －

高次都市施設 －

既存建造物活用事業 －

土地区画整理事業 宇都宮市 直 48.2ｈa 平成13年度 平成19年度 平成16年度 平成19年度 2,741 2,195 2,195 2,195

土地区画整理事業 下栗・平松本町土地区画整理組合 間 45.7ｈa 平成13年度 平成19年度 平成16年度 平成19年度 2,635 175 175 175

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 5,591 2,585 2,585 2,584.7 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
0

0

0

－ 0

－ 0

宇都宮市 直 平成16年度 平成19年度 平成16年度 平成19年度 2.5 2.5 2.5 2.5
下栗・平松本町土地区画整理組合 間 平成16年度 平成17年度 平成16年度 平成17年度 0 0 0 0 0

宇都宮市 直 平成16年度 平成19年度 平成16年度 平成19年度 0.1 0.1 0.1 0.1

宇都宮市 直 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 0.1 0.1 0.1 0.1

合計 2.7 2.7 2.7 2.7 …B
合計(A+B) 2,587.4

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
宇都宮市 国土交通省 ○ 平成11年度 平成24年度 19,469
下栗・平松本町土地区画整理組合 国土交通省 ○ 平成5年度 平成15年度 13,810

宇都宮市 国土交通省 ○ 平成13年度 平成22年度 22

合計 33,301

下栗・平松本町地区

宇都宮大学東南部第１地区

－

－

0

0

うち民負担分

交付対象事業費 2,587.4 交付限度額 1,033.00 国費率 0.399

0

0

0

－

0

0下栗・平松本町地区

－

うち民負担分
交付期間内事業期間

規模
（参考）事業期間

0

土地区画整理事業（道路特会）

事業箇所名

事業活用調
査

事業

まちづくり活動推進支援

まちづくり活
動推進事業

樹木の里親制度

直／間

－

街区公園　５箇所

事業
細項目

事業主体事業箇所名

地域創造
支援事業

－

宇都宮大学東南部第１地区

－

公共下水道事業

土地区画整理事業（道路特会） 下栗・平松本町地区

（いずれかに○）

宇都宮大学東南部第１地区

事業主体

下栗・平松本町地区

全体事業費所管省庁名 規模

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟによる公園整備計画 下栗・平松本町地区

事業期間

まちづくり活動推進支援

住宅市街地
総合整備
事業

交付期間内事業期間
規模事業主体 直／間事業箇所名事業

（参考）事業期間
細項目


